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埼玉県高社研地理部会作成 「コロナを通して世界の状況を考察する」 

（  ）年（  ）組（   ）番 氏名（            ） 

 

第４章 世界の国々の結びつき 

 

２節 貿易・国際分業          

 2－1． 使い捨てマスクについて知ろう。 【動画】マスクができるまで► 

【問 1】使い捨てマスクはどのように製造されているのか？動画を確認。 

https://sciencechannel.jst.go.jp/B980601/detail/B000601061.html 

 

 2－2． 使い捨てマスクの生産量、輸入量について知ろう。 

【問 2】図表①から、マスクの国内生産量の変化（2010 年と 2018 年）を読み取り、表を埋めよう。 

 2010 2018 

国内生産量 2  億  4800 万枚 11 億 1100 万枚 

2010～2018 の増減 8  億 6300 万枚（ 増加 or 減少 ） 

 

【問 3】図表①から、マスクの輸入量の変化（2010 年と 2018 年）を読み取り、表を埋めよう。 

 2010 2018 

輸入量   4  億  2000  万枚 44  億  2700 万枚 

2010～2018 の増減 40  億  700   万枚（ 増加 or 減少 ） 

 

【問 4】図表①から読みとって、 

全体量における国内生産量の割合（2018 年）を計算して求めよう。（2010 年をヒントに） 

また、生産量の割合はどのように変化（2010 年と 2018 年）しただろうか。表を埋めよう。 

 2010 2018 

国内生産量の割合 248÷668×100＝ 37.1% 111÷  20.1  % 

2010～2018 の差 17   ポイント（ 増加 or 減少 ） 

【問 5】図表②では、1 月 27 日の時点で、マスクの販売金額は前年比の（  668  %）となっ

てる。これは、購入したい人（需要量）が急激に( 増えた or 減った )からだと考えられる。品不

足への対策を行った結果、4/3 時点では、マスクの増産に必要な設備導入に対する経済産業省の補

助金を受けた企業の月生産枚数は、合計（  4561  万  7500  ）枚である。 

日本国内で新型コロナウイルスの感染者が確認されはじめると、使い捨てマスクは店頭から消えた。

生産量を増大させているものの、手元には届かない状態が続いた。その理由について考えてみよう。 

コメント [M1]: 内容として、貿易、国際分

業を取り上げる。 

テーマとして、使い捨てマスクを扱う。 

身に付けることが多くなったマスクは、転

売、価格の高騰、アベノマスクなどで様々

な視点で取り上げられており、生徒にとっ

て身近であると考えられる。 

コメント [M2]: テーマへの興味関心を引き

出す。 

動画としても参考になる。 

コメント [M3]: 現在の日本における、マス

クの生産、輸入状況を把握させる。 

グラフから数値を読み取る力を確認する。 

問２～３が供給面、問４で需要面でのマス

クが品不足になる要因を探る。 

コメント [M4]: 図表①の読みとり、計算作

業。 

コメント [M5]: 図表①の読み取り、計算作

業。 

コメント [M6]: 図表①を読み取り、割合を

計算させる、 

2010 年をヒントに考えてもらいたい。 

コメント [M7]: 図表②の読み取り。 

https://sciencechannel.jst.go.jp/B980601/detail/B000601061.html
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▲図表① 日本における使い捨てマスク生産（国内生産・輸入）数量の推移 

（出典：日本衛生材料工業連合会 HPより） 

▲図表② マスクの販売金額推移（左）、4/3時点の国内での使い捨てマスク生産状況（右）1 

（出典：株式会社インテージヘルスケア HP（左）、経済産業省 HP（右）より） 

 

小括①：●日本では( 国内生産量 or 輸入量 )の方が、増加量の伸びが大きい（2010～2018） 

●日本では使い捨てマスクを、主に( 国内生産 or 輸入 )している。 

●日本国内のマスク需要の急増に対応して、国内製造メーカーは増産している。 

この量は、国内の需要量と比較すると（ 十分である or 十分でない ）。 

マスクが品不足になる理由：日本は、非常に多くの使い捨てマスクを( 国内生産 or 輸入 )し

ている。また、国内需要量が( 急増 or 急減 )したため、国内製造量を増加させることとなっ

た。つまり、日本では( 国内生産 or 輸入 )が滞ることが、マスクが品不足となる一因となる。 

さらなる疑問？？ 

では、なぜ日本はこれまで多くの使い捨てマスクの( 国内生産 or 輸入 )してきたのだろうか。 

                                                   
1 経済産業省の補助金が交付された企業の月生産枚数を意味する。 

企業名 増産設備導入後の月産生産枚数（枚）

興和（株） 12,000,000

（株）Xins 2,250,000

ハタ工業（株） 350,000

アレグニット工業（株） 7,500

シャープ（株） 4,500,000

（株）白鳩 2,390,000

北陸ウェブ（株） 9,000,000

明星産商（株） 15,000,000

（株）meteco 120,000

（株）ロキテクノ 5,0000 ～

合計 45,617,500
コメント [M8]: 注あり。 

コメント [M9]: ここまでのまとめ。（問２～

５） 

コメント [M10]: マスクの品不足は、ほと

んどを国外からの輸入に頼っているので、

輸入が滞ることで、国内の需要量を満たせ

なくなる、という推察。 

この内容は、知識がなくても想定できる生

徒も多いのではないか。 

コメント [M11]: 輸入が滞ることで品不足

になることは、理解できる生徒も多いので

はないか。 

では、なぜそもそも、輸入をしているのか

という疑問を想起させる。 
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2－3．国際分業について知ろう。 

▲図表③ 日本の不織布マスク等繊維製品の輸入状況（出典：田中鮎夢（2020）より） 

 

【問 6】日本はマスクをどの国・地域から輸入しているのか。図表③を見て、ベスト３を答えよう。 

      

  1 位  中国  2 位  ベトナム  3 位  韓国、台湾、アメリカ   

   《参考：国名検索用世界地図》https://www.stat.go.jp/data/sekai/pdf/worldmap.pdf 

【問 7】マスクは国内で生産した方が良い？輸入した方が良い？（あなたの考え） 

その理由は？全世界で新型コロナウイルスの感染が拡大している状況で考えてみよう。 

      国内で生産した方が良い       輸入した方が良い 

 

    理由 例：輸入が滞ることで品不足が起こるのであれば、国内で生産した方が良い。 

 

【問 8】マスクは国内で生産した方が良い？輸入した方が良い？（国際分業の理論を用いた考え） 

以下の状況を想定する。日本がマスクを生産する労働者を自動車、中国が自動車を生産す

る労働者をマスクにすべて費やすようにした。図表④の A～F に入る数字を考えよう。 

 

日本では、20 人の労働者を投入してマスク 1 単位（＝1 万枚）を生産し、また、10

人の労働者を投入して自動車 1 単位（＝1 台）を生産する。対して、中国では、マスク

1 単位（＝1 万枚）を生産するのに労働者 30 人を投入し、また、自動車 1 単位（＝1 台）

を生産するのに 60 人を投入するとする。（もちろん、実際に日本と中国が生産するマス

クや自動車は型式、サイズなど一致しませんが、ここでは同じものと仮定します。また、

資本や労働者の移動はないものとして考え、需要量と供給量は一致しています。） 

国名検索用世界地図► 

コメント [M12]: なぜ輸入をしているのか、

という疑問に国際分業（比較生産費説）を

もちいて考えさせる。 

少し専門的な考えが増加し難易度は高くな

るが、国際分業は単純に考えられるもので

はないことにも、気づいてもらいたい。 

コメント [M13]: 図表③の読み取り作業。 

国名がわからなければ、QR コードや URL

にアクセスして検索をさせる。 

コメント [M14]: 比較生産費説の内容に入

る前に、生徒の考えを引き出す。 

コロナウイルスの感染が拡大している中で、

国際分業を肯定するか否定するか。 

コメント [M15]: 図表④の計算作業。仮想

モデルを用いて、比較生産費説の概念を理

解させる。 

問題文や前提をよく読んで状況を理解して

おいてほしい。 

https://www.stat.go.jp/data/sekai/pdf/worldmap.pdf
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貿易前 
マスク 

1 単位（＝1 万枚） 
優位性 

自動車 

1 単位（＝1 台） 

日本 20 人で生産 ＜ 10 人で生産 

中国 30 人で生産 ＞ 60 人で生産 

2国合計 
2 単位 

（＝2 万枚） 

 2 単位 

（＝2 台） 

 

貿易後 
マスク 

1 単位（＝1 万枚） 

自動車 

1 単位（＝1 台） 

日本 ０
ゼロ

人  B 30 人で生産 

中国  A 90 人で生産 ０
ゼロ

人 

2 国合計 
C ３ 単位 

（＝ E ３  万枚） 

 D ３ 単位 

（＝ F ３  台） 

▲図表④ 貿易・生産構造の仮想モデル 

 

【問 9】図表⑤のように、マスクが私たちの手元に届くまで（流通）を設定した。日本について考

えた時、製造分野、販売～消費分野にあてはまる主な国・地域を考えて空欄 G、H を埋めよう。 

 

                                                            G 国：中国 

                               H 国：日本                                                                       

 

           主に  G             H         コロナ MAP▼ 

▲図表⑤ マスクが私たちの手元に届くまでのモデル 

＊ちなみに G 国と H 国の感染の経過は・・・？コロナマップにて確認しよう。 

https://vdata.nikkei.com/newsgraphics/coronavirus-world-map/ 

 

小括Ⅱ：●日本は主に(国名：  中国  )からマスクを輸入している。 

●日本がマスクを輸入する理由の一つとして、国際分業をすることで世界計における

生産単位が( 増加 or 減少 )することが推察される(これを“比較生産費説”と呼ぶ)。 

●結果、流通における製造分野を担う(国名：  中国  )が、新型コロナウイルス

の感染で国内が混乱したことによって、日本へのマスクの供給量が滞っている。 

 

総括：4 月時点で、日本でマスクが不足していた理由として考えられることは… 

（小括Ⅰ、Ⅱをまとめよう）。 

例：国内需要が急激に増加したことに加え，国内で消費されるマスクの８割は輸入であり，

中国に大きく依存する。中国では，５月初旬の時点で感染拡大が終息したとみられるものの，

生産活動は回復途上にあると推察される。 

【最後に】 【問 7】あなたの考えと、【問 8】国際分業の考え方を比較してみよう。 

コメント [M16]: 問６の復習。 

サプライチェーンの流れを理解させる。 

製造分野を担う国の、感染の経過にも注目

できるとよいか。 

コメント [M17]: 問６～９の、まとめ。 

比較生産費説の概念を再確認させる。また、

コロナの感染が拡大すると、サプライチェ

ーンがつながらなくなり、流通が滞ること

が考えらえる。 

コメント [M18]: 小括ⅠとⅡのまとめ。 

輸入が滞ることが品不足となる理由だが、

なぜ輸入をしているのかというと、比較生

産費説考え方を用いているからである。 

コメント [M19]: 問７で考えた生徒自身の

考え方と、比較生産費説の考え方を比較さ

せる。 

このような、感染症が蔓延するリスクを考

えた時、時国内ですべてを賄うべきか、国

外と協力するべきか。生徒に考えさせたい。 

https://vdata.nikkei.com/newsgraphics/coronavirus-world-map/

